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請求記号 書 名 著 者 出版社

４自然科学

４３１ 宮澤賢治の元素図鑑
桜井弘 化学同人

幼いころ「石っこ賢さん」とよばれたほど石に熱中し

た宮沢賢治が残した作品から、「元素」や元素の塊であ

る「鉱物」に触れた文章を写真とともに紹介しています。

賢治の作品は国語教材として親しまれているものが多

く、その文章中には多くの元素や鉱物が登場します。た

とえば、『やまなし』では、「水銀」「銀」「黄金」「金剛

石」「水晶」。これらを賢治の描く心象にふれる手がか

りとして、文章とともに元素を解説しています。作品以

外にも、現在知られている１１８の元素すべてを取りあ

げました。毎日、読売、産経等の新聞書評でも紹介。

４５５ 揺れ動く大地―プレートと北海道

木村学 北海道新聞社

巨大地震がやって来る―。私たちの過去と未来を知る

鍵は足元にありました。太平洋プレートやオホーツクプ

レートがせめぎ合う北海道周辺の地質構造から千島海溝

沿いの地殻運動まで、北海道の成り立ちとプレートの動

きを最新の研究成果をもとに解き明かします。「日高山

脈はどのようにできたか」「道内の活断層と地震のかか

わりは」など動き続ける大地の法則に迫ります。

『科学』（岩波書店）１月号の巻頭エッセイでも紹介。

図 書 館
４７７ 桜の科学

勝木俊雄 ＳＢクリエイティブ

桜は、底知れぬ魅力をもっています。けっこう知って

いるつもりでも、どのように育ち、咲き、実をつけ、枯

れるのかをあらためて見ていくと、想像もしなかった事

実や歴史に出合えるでしょう。そこで本書では、生き物

としての桜を 20 年以上研究している著者が、その知ら
れざる面を中心に、50 のトピックス
にまとめました。現地調査や DNA
分析、歴史的資料とともに「科学

的な謎解き」を楽しみつつ、「新

しい桜の見方」に触れられる 1 冊
です。

４９８ 「おいしさ」の科学
佐藤成美 講談社

焼き色がつくと、なぜおいしいのか ?とろりとした食
感は、どんな化学変化 ?なぜ魚の赤身と白身で、切る厚
さをかえるのか ?アルコールがないのに、酔いここちに
なるとは?おいしい天ぷらはなぜサクサクしている?ハン
バーグはこねるとなぜおいしくなる ?脂肪と糖はなぜお
いしい?最近の冷凍食品がおいしい
のはなぜか?塩鮭にはコーヒーがよ
く合う !?分子レベルで解明された、
おいしさのメカニズム。身近な食に

関する疑問が、科学でわかります。

５技術

５０９ 手仕事のはなし

阿部直美 河出書房新社

「江戸風鈴」「本種子鋏」「伊庭善のスツール」「薩摩ボ

タン」 etc.全国の職人たちによって丁寧に作られた逸品
とその制作にまつわるエピソードを、温かな目線で追っ

たフォトエッセイです。
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５５９ 届かなかった手紙

大平一枝 ＫＡＤＯＫＡＷＡ

原子爆弾開発のきっかけを作った科学者は無警告使用

中止の手紙を送っていました。

「いま、シラードを知っているアメリカ人はほとんど

いない」――。

巨大な爆弾製造の可能性を予見し、「ナチスに対抗す

るために、アメリカでも原子力爆弾の研究が必要です」

とアインシュタインに手紙を書かせたハンガリー生まれ

のユダヤ系物理学者、レオ・シラード。彼は原爆投下の

直前、トルーマン大統領宛に、無警告使用に反対する七

〇名の科学者の署名を集めた。製造をたきつけておきな

がら、なぜ使用を止めようとしたのか。そんな人物がな

ぜ歴史から葬られているのか。署名はその後どうなった

のか。

彼の名が消えた理由、そして、総費

用二兆円、関わった労働者 11 万人余
と言われるマンハッタン計画の本質と

は。それは、すなわち原爆とはなんで

あったかという問いの答えでもあった

のです。朝日新聞等の書評でも紹介。

５７６ 香りと歴史７つの物語

渡辺昌宏 岩波書店

古代から現代にいたるまでいつの時代も「香り」は多

くの人々を魅了してきました。本書では、アレクサンド

ロス大王を虜にした乳香、玄宗

皇帝と楊貴妃に秘められた竜脳、

織田信長が切望した蘭奢待、ナ

ポレオン皇妃が愛したバラなど

香りにまつわる７つの物語を紹

介します。歴史の裏に香りあり

…。香りでたどる歴史物語です。

書評紙「週刊読書人」でも紹介。


